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〔問題と目的〕
　近年、インターネットや携帯電話の普及に伴い、大
学生を取り巻く社会環境やコミュニケーションツール、
大学生の人間関係のありようは以前と比較して大きな
変化をとげている。現在の大学生の状況を勘案すると、
ソーシャルサポートの内容や構造もインターネット等
が普及する前と比較して大きく変化をしていると考え
られる。
　ソーシャルサポートを測定する尺度は、現在、久田 ・
千田・蓑口（1989）によって作成された尺度や嶋（1991）
によって作られた尺度が多く用いられている。久田他
（1989）によって作成された大学生用ソーシャルサポー
ト尺度は「父親」、「母親」、「きょうだい」、「学校の先
生」、「友だち」の ５ つのサポート源別に、「ふだんから
自分を取り巻く重要な他者に愛され大切にされており、
もし何か問題が起こっても援助してもらえるという期
待の強さ」によってソーシャルサポートの程度を測定
する尺度であり、質問項目にどの程度あてはまるかを
16項目 ４ 件法にて回答を求めるものであり、単因子構
造で構成されている。現在では、その後に報告された
嶋（1991）の学生用ソーシャルサポート尺度が広く用
いられている。嶋（1991）の尺度は、①心理的サポー
ト、②娯楽関連的サポート、③道具的 ・ 手段的サポー
ト、④問題解決的サポートの ４ 因子から構成される12
項目 ５ 件法である。その後、嶋（1991）は、大学生の
サポートネットワークを「父親」、「母親」、「年上のきょ
うだい」、「年下のきょうだい」等の12人に定められる
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ことを検証した。また、嶋（1992）は尺度を最終的に
「親」、「同性の友人」、「異性の友人」の ３ つのサポート
源にまとめ、サポート源別に12項目 ５ 件法にて回答を
求めるように尺度に手を加えている。
　しかしながら、前述の尺度は作成されてから年月が
経過しており、現在の大学生を対象としたソーシャル
サポート尺度を用いることが必要であると考え、片受 ・
大貫（201４）は新大学生用ソーシャルサポート尺度を
新たに作成した。新大学生用ソーシャルサポート尺度
は「現在、あなたが親、きょうだい、友人、恋人、教
員等の人々から貰える（貰えそうな）サポート」を測
定するものであり、知覚されたサポート（サポートを
貰える期待）を測るものである。構造は、 ３ 因子構造
であり「評価的サポート」、「情報 ・ 道具的サポート」、
「情緒 ・ 所属的サポート」の ３ 下位尺度、20項目から作
成されている。「評価的サポート」は「あなたの成果を
感謝してくれる」、「あなたの行いや努力を評価してく
れる」、「他者の前であなたを評価してくれる」等の ７
項目から構成されている。「情報 ・ 道具的サポート」は
「問題解決方法についてアドバイスをしてくれる」、「ど
うしたら良いかを助言してくれる」、「分からないこと
があるときに、教えてくれる」、「あなたに必要な情報
を教えてくれる」等の ７ 項目から成り立っている。「情
緒 ・ 所属的サポート」は「気分転換につきあってくれ
たり、遊びに連れていってくれる」、「一緒に遊びに出
かけてくれる」等の 6 項目から構成されている。
　ところで、ソーシャルサポート、特に知覚されたソー
シャルサポート（サポートへの期待感）はストレスを
和らげる機能を有していたり、精神的不健康を予防し
たりすることが知られている（Choen&Wills 198５；
浦，2009）。また、就職活動ストレス（下村 ・ 木村，
199７）、無気力感（下坂，2001）、病気対処行動（飯塚 ・
蓑口 ・ 兒玉，200５）、自己否定感（上田 ・ 窪田 ・ 樋口 ・
橋本 ・ 宗像，2010）等、ソーシャルサポートは様ざま
な問題を緩和することが明らかになっている。適切な
ソーシャルサポートを適切なときに受けることは、大
学生活を問題が少なく送ることを可能とし、精神的不
健康を予防することにもなるであろう。ソーシャルサ
ポートの授受は大学生にとって重要な問題であると考
えられる。
　また、ソーシャルサポートは、他者からサポートを
受け取るという性質から、援助要請スキルとの関連が
深いと考えられている。水野 ・ 石隈（1999）はソーシャ
ルサポートに隣接する援助要請の観点から、ソーシャ
ルサポートを援助要請におけるネットワーク変数であ
ると位置づけている。本田 ・ 新井 ・ 石隈（2006）は、
悩みを誰かに相談するだけでは十分な将来の適応には
つながらず、適応状態の改善につながる相談のあり方
自体が重要であると報告しており、「自分の求めている
援助を、的確に他者に求めるための能力」を援助要請
スキルと定義している。本田他（2006）は、中学生を
対象として①適切な他者の選択、②援助要請時の方略
という 2 つの観点から考察を加えた援助要請スキル尺
度を作成した。これらの先行研究の知見から、大学生
が適切なソーシャルサポートを受けることは、就学、
日常生活におけるメンタルヘルスの保持、将来像を捉
えた就職、進学に関する準備や活動等においても必要
であると考える。そのためにも、大学生がソーシャル
サポートを受けたいという意思表示ができることや、
適切な相手に援助を要請することができる援助要請ス
キルをある程度有していることが重要であると考えら
れる。すなわち、援助要請スキルの程度によって、受
けられるソーシャルサポートの量と質は異なってくる
と考えられる。
　そこで、研究Ⅰでは、新大学生用ソーシャルサポー
ト尺度が大学生の精神的健康に関してどのように作用
するかを明らかにし、研究Ⅱでは、援助要請スキルと
精神的健康に関わる尺度との相関、新大学生用ソーシャ
ルサポート尺度との関連について検証し、援助要請ス
キルの高い大学生と低い大学生におけるソーシャルサ
ポート量の差異について比較検討を行うことを目的と
する。
研究Ⅰ
　大学生用ソーシャルサポート尺度と精神的健康との
関連を調べることを目的とした。
〔方法〕
１ ．調査対象者
　東京都内の私立大学生 2 ～ ４ 年生188名を対象に質問
紙調査を行った。大学生対象という視点からこのうち
回答者の年齢が３0歳未満で、無回答や重複回答がない
回答者1７6名（平均年齢20.6歳、SD=.99）を分析対象と
した。内訳は、男性５５名、女性121名であった。
２ ．調査実施方法
　201５年の 1 月に関東地方の私立大学において講義時
間中に講義担当者が受講生に質問紙を配布し、その場
で回答を求め一括して回収した。なお、倫理的配慮と
して、調査への参加は自由であること、回答は匿名で
行うこと、プライバシーは保護されることを質問紙の
表紙に明記し、口頭でも説明を行った。
３ ．質問紙の構成
１ ）新大学生用ソーシャルサポート尺度：片受 ・ 大貫
（201４）が作成したもので、「現在、あなたが親、きょ
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うだい、友人、恋人、教員等の人々から貰える（貰え
そうな）サポート」について20項目から問う知覚され
たサポートを測定するものであり、信頼性、妥当性が
検証されている。構成は、「評価的サポート」、「情報 ・
道具的サポート」、「情緒 ・ 所属的サポート」の ３ 下位
尺度から成り立っている。
２ ）抑うつ：Radloff（19７７）による CES-D（Centerfor
Epidemiological Studies Depression Scale）の邦訳版
（島 ・ 鹿野 ・ 北村 ・ 浅井，198５）を用いた。全20項目に
ついて「 1 ．ない」～「４.５日以上」の ４ 件法で回答を
求めるものである。
３ ）不安：Spielberger, Gorsuch, annso & Lushene
（19７0）による STAI（State-TraitAnxietyInventory）
の邦訳版（中里 ・ 水口，1982）を用いた。全20項目に
ついて「 1 ．全くちがう」～「 ４ ．その通りだ」の ４
件法で回答を求めるものである。
４ ）援助要請スキル：本田 ・ 新井 ・ 石隈（2010）が作
成した援助要請スキル尺度を用いた。全1７項目につい
て「 1 ．全くあてはまらない」～「 ４ ．非常にあては
まる」の ４ 件法で回答を求めるものである。
〔結果と考察〕
　ソーシャルサポートの各下位尺度と抑うつ、不安と
の相関は Table1に示されている。
Table １　 ソーシャルサポート、ソーシャルサポート
の各次元、CES-D、STAI 間の相関
ソーシャル
サポート
評価的
サポート
情報的
サポート
情緒的
サポート
CES-D
評価的
サポート
.916＊＊
情報的
サポート
.9３9＊＊ .７７５＊＊
情緒的
サポート
.9４9＊＊ .819 .8４0＊＊
CES-D －３2７＊＊ －.290 －３26＊＊ －.298＊＊
STAI －.３18＊ －.３16 －26７＊＊ －.３12＊＊ .62５＊＊
＊＊P<.01
　ソーシャルサポートと抑うつ、不安との関連は負の
相関が見られた。
　さらに、下位因子ごとに抑うつ、不安との関連を検
討すると、抑うつは、情報 ・ 道具的サポートと負の相
関が強かった。情報 ・ 道具的サポートは、「問題解決方
法についてアドバイスをしてくれる」「どうしたら良い
かを助言してくれる」等から構成されており、周りの
人から有効な情報を与えてくれることについてのサポー
トである。周囲の人から有効な情報を与えられること
は、抑うつを軽減させることと関連があり、また、抑
うつが低い者は周囲の人から情報 ・ 道具的サポートを
与えられることが多いことが明らかになった。
　不安は評価的サポートと負の相関が強く見られた。
評価的サポートは、「あなたの成果に感謝してくれる」
「あなたの行いや努力を評価してくれる」等から成り
立っており、周囲の人からあることに対してプラスの
評価を与えられることは、不安を軽減させることと関
連があること、また、不安が低い者は周囲の人から評
価される傾向が強いことが明らかになった。
　このように、抑うつと不安では有効であるサポート
が異なっていた。周りから有用な情報を与えられなかっ
たり、手伝ってくれるといったサポートを与えられな
いと周りから孤立していると感じ、気持ちが落ち込む
きっかけとなるかもしれない。また、周囲から評価を
受けないと、自分がどの程度他人より優位な位置に立っ
ているのか、また、不利な位置にいるのかが分からず、
不安感を持ちやすいことが推測される。
　片受 ・ 庄司（2000）の工場に勤務する社会人約５00名
を対象としたソーシャルサポートと抑うつ、不安との
相関を検討した結果によると抑うつ、不安ともに情緒
的サポートが抑うつ、不安の低減に有効に作用してい
る。また、抑うつ、不安が低い者は情緒的サポートを
多く受けているということが検証されている。今回の
結果は、社会人対象の結果と異なる結果が得られてお
り、社会人と大学生の差異が認められたとも考えられ
る。特に、今回作成した大学生用ソーシャルサポート
尺度で新たに加わった評価的サポートが不安と負の相
関を呈していることは興味深い結果である。
　抑うつ感をもっている者、不安感を抱いている者に
対して一律に同一のサポートを与えるのではなく、サ
ポートを与える場合には、それぞれの状態に適合した
サポートを与えることが必要であると考えられた。し
かしながら、それぞれの下位尺度の相関係数が高い数
値が得られたものも顕著に高い数値を示していると言
えないことから、学生相談等の場面でサポートを与え
る場合は、クライエントの訴えに十分に耳を傾けそれ
ぞれの悩み等に適合したサポートを与えることも必要
であると考えられる。
研究Ⅱ
　援助要請スキルと精神的健康に関わる尺度との相関、
新大学生用ソーシャルサポート尺度との関連について
検証し、援助要請スキルの高い大学生と低い大学生に
おけるソーシャルサポート量の差異について比較検討
を行うことを目的とする。
〔方法〕　研究Ⅰと同様である。
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〔結果と考察〕
　援助要請スキルとソーシャルサポート、精神的健康
状態との相関係数は Table2に示されている。
Table ２　 
援助要請スキルと各変数間の相関係数
援助要請スキル
ソーシャルサポート .５8５＊＊
評価的サポート .５７1＊＊
情報的サポート .５2７＊＊
情緒的サポート .５５0＊＊
CES-D －４0３＊＊
STAI －３1３＊＊
＊＊P<.01
　援助要請スキルは、ソーシャルサポート、サポート
の各下位尺度と有意な正の相関を示した。援助要請ス
キルを有している者はソーシャルサポートを受け取る
ことが多い、また、ソーシャルサポートを受け取るこ
とが多い者は援助要請スキルが高いことが示された。
このことから、ソーシャルサポートを多く受け取るた
めには、他者に適切な援助を求めるスキルが必要であ
ることが明らかになった。
　援助要請スキルとソーシャルサポートの下位尺度の
相関を検討すると評価的サポートと最も正の相関が強
く、他者から評価されるというサポートを受け取るた
めには、援助を自ら積極的に求めていくスキルが必要
であるということが検証された。このことは、一般的
に考えても、他者から評価されるためにはある種の業
績や評価されるべき事柄を他者が知っているというこ
とが前提となることと通じるであろう。他者から評価
されるというサポートを受けるためには、自分が成し
遂げたこと、ある種の他者から賞賛を受ける事柄をア
ピールしていかないといけないのではないかというこ
とが推測された。
　また、援助要請スキルと精神的健康との関連は、抑
うつ、不安とも有意な負の相関が見られた。援助を要
請するスキルを有している者は抑うつ、不安感を持ち
にくい、また、抑うつ、不安感を持ちにくい者は、援
助を要請するスキルを有していることが明らかになっ
た。この結果は、援助要請行動の文脈の中で、「援助を
求めると健康になるのか」という研究の中で、「援助を
求めると部分的に健康になる」ということを検証した
本田 ・ 石隈 ・ 新井（2009）の結果を支持するものであ
る。
　以上のことから、適時適切なときに援助を要請する
スキルを持つことが精神的健康を保つためには必要で
あることを示していると言えるであろう。落ち込んだ
り、不安感が強いときには、友人にサポートを求めた
り、学生相談室を利用するなど、積極的にサポートを
求めていくことが必要であると言える。
　次にソーシャルサポートと援助要請スキルが精神的
健康に与える影響を詳細に検討するためにソーシャル
サポート量と援助要請スキル量をそれぞれ高得点群と
低得点群に分け、各調査対象者ごとにソーシャルサポー
ト量と援助要請スキルの高低についてバランスを検討
し、以下に示す ４ 群を設定した。各群は、一人一人の
調査対象者の各次元の得点をもとに、例えばソーシャ
ルサポート量が多く援助要請スキルも高いという人や
ソーシャルサポート量が少なく援助要請スキルの得点
も高いという者の特徴をまとめて各群を構成したもの
であり、各群の人数が異なっているのは、それぞれの
特徴を示す人数の違いによるものである。 ４ つの群の
設定は以下のとおりである。
①ソーシャルサポート量が多く援助要請スキルが高
い人を集めた群（HH 群）
②ソーシャルサポート量が多く援助要請スキルが少
ない人を集めた群（HL 群）
③ソーシャルサポート量が少なく援助要請スキルが
高い人を集めた群（LH 群）
④ソーシャルサポート量少なく援助要請スキルも低
い人を集めた群（LL 群）
　ソーシャルサポート得点および援助要請スキル得点
の高低を決めるための基準は、ソーシャルサポート得
点、援助要請スキルともに得点の最上位から最下位ま
で得点を並べ、それぞれの得点の平均値よりも得点が
高い者をソーシャルサポート量が多い、また、援助要
請スキルが高いと定義した。同様にそれぞれの平均値
よりも得点が低い者をソーシャルサポート量が低い、
援助要請スキルが低いと定義した。
　各群の人数、各群の精神的健康の得点については、
Table３に示されている。
Table ３　 CES-D, STAI と援助要請スキルと 
ソーシャルサポートの高－低得点群の比較
HH 群 HL 群 LH 群 LL 群
N 60 ３0 18 68
CES-D 1４.6 21.３ 19.9 2３.1
（8.７４） （10.2） （12.6） （10.0）
STAI ４0.9 ４6.1 ４７.1 ４9.７
（11.７） （11.７） （12.6） （9.５）
数値は平均値、（　）内は標準偏差
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　抑うつについて、援助要請スキルの ４ 分類を独立変
数、抑うつを従属変数とする一元配置の分散分析を行っ
たところ、有意な結果が得られた（F［３,1７2］=8.2７9，
p<.01）ので Tukey 法による多重比較を行った。その
結果、抑うつについては HH 群が LL 群よりも有意に
得点が低いことが明らかになった。不安についても同
様に一元配置の分散分析を行ったところ、有意な結果
が得られた（F［３,1７2］=6.8７４，p<.01）ので Tukey 法
による多重比較を行った。その結果、不安についても
HH 群が LL 群よりも有意に得点が低いことが明らかに
なった。
　以上のことから、ソーシャルサポート量と援助要請
スキルの高低のバランスが十分にとれているか、とれ
ていないかということが精神的健康に影響を与えると
いうことが明らかになり、ソーシャルサポート量と援
助要請スキル量がアンバランスな群は、精神的健康に
与える影響は少ないということが明らかになった。
　各群の人数を検討しても HL 群、LH 群は人数が少な
いということが検証された。ソーシャルサポート量と
援助要請スキルがアンバランスな群は人数が少なく、
ソーシャルサポートを多く受けるが援助要請スキルが
低い、ソーシャルサポート量が少ないが援助要請スキ
ルが高いという者は、少数派であり、特にソーシャル
サポート量が少ないが援助要請スキルが高いという者
は人数が少なかった。やはり、サポートを受けるため
には援助要請スキルが高いことが必要であり、逆に援
助要請スキルが高い者はサポートを多く受けられると
いうことが明らかになったと考えられる。
　援助要請スキルを高木（199７）の援助要請生起モデ
ルに当てはめて考えると援助要請の意思決定、潜在的
援助者の探求、援助方策の検討までが援助要請スキル
に該当すると考えられる。援助要請スキルを考える場
合、詳細に援助要請スキルのステップに関して検討す
ることの必要性もあると考えられた。
〔全体的考察〕
　本研究において、新大学生用ソーシャルサポートが
抑うつ、不安の低減に対して有効に作用することが明
らかになった。特に抑うつと不安に対して最も有効で
あるサポートがそれぞれ情報 ・ 道具的サポートと評価
的サポートと異なったことは興味深い。また、片受 ・
庄司（2000）の社会人の結果と差異が見られたことも、
大学生に有効であるサポートの特性を表していると考
えられる。
　気持ちが落ち込んでいる者と不安を感じている者に
対しては、学生相談や各種カウンセリング場面に関し
てもそれぞれ状態に適したアプローチをすることが期
待される。しかしながら、最も有効であるサポートも
顕著に抑うつと不安との負の相関が得られていないと
いうことについては注意する必要がある。抑うつや不
安の状態について、一律に有効であるとされたサポー
トを与えるのではなく、クライエントの話をよく聞い
て適切なサポートを与えることが最も適切なソーシャ
ルサポートの活用方法と言えるのではないかと考えら
れる。
　ソーシャルサポートと援助要請スキルとの関係は、
ソーシャルサポートと援助要請スキルのバランスがと
れており、ソーシャルサポートと援助要請スキルの双
方とも高い者が抑うつ感、不安感を持ちにくいことが
明らかになった。サポートと援助要請スキルのどちら
かが高いといういわゆるサポート量と援助要請スキル
をどの程度有しているかということのバランスがとれ
ていないアンバランスな群は、抑うつ感、不安感を持
ちにくい、持ちやすいということには関連がないこと
が検証された。したがって、抑うつ感、不安感を低減
させるためには、サポートと他人に援助を求める援助
要請スキルのどちらかを高めるのではなく、サポート
を受けやすくするとともに援助を受けやすくするよう
なスキルを高めるようなサポートと援助要請スキルの
双方を高くするような支援を行うことが肝要であると
考えられた。
　今後の課題として、ソーシャルサポートと援助要請
スキルとの関係のみを検討するのではなく、サポート
は、援助を要請することによって初めて発生すること
も考えられることからいわゆる援助要請意図とソーシャ
ルサポートとの関連も検証することが必要と考えられ
た。
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要　約
　本研究は、新大学生用ソーシャルサポート尺度を用いて、サポートが抑うつ、不安に示す影響を検証
し、また、サポートと援助要請スキルの関連が抑うつ、不安に表す効果を検討した。その結果、情報的
サポートが抑うつの低減と相関が強く、評価的サポートが不安の低減と相関が強いことが明らかになっ
た。サポートと援助要請スキルとの関連は、サポートと援助要請スキルのバランスが取れていることが
精神的健康に与える影響が強いことが検証された。
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